
その他 

●議会の同時手話説明について 

Ｑ． 

9 月 9 日の市議会を PC にて観させていただきました。素朴な意見・要望ですが、市長、議員

とも失言のないようにと、文書を用意され、読み上げて発言する姿から、市民の方々の中には、

その議事が聞き取れない方などがいられます。そこで、PC 画面に議員・市長の内容を簡略化し

て表示したり、手話者を市長の横に置き、同時手話説明（総理、企業などでもやっていますが）

などをすると、健常者ばかりの議事公開から脱却できると思います。どこかの市町村で実施有無

で検討するなどと考えず、新発田市独自の取り組みとして考えていただけることを願います。 

 

（令和 4年 9月受付） 

 

Ａ． 

 市議会９月定例会をご視聴いただきまして、誠にありがとうございます。市議会では、障がい

の有無に関わらずどなたでも議会審議の内容をご理解いただけるよう、開かれた議会を目指して

様々な取り組みを行っております。その一つとして、耳が聞こえにくい方のために、議場及び委

員会室の傍聴席に磁気ループシステムを設置しています。 

 磁気ループシステムとは、マイクからの音声（質疑・答弁等）を磁気誘導アンプで変換し、床

下に敷設したループアンテナに送ることにより、磁気ループ受信機を付けている方が雑音のない

音声として聞くことができるものです。市議会では専用イヤホンの貸し出しも行っており、ご利

用者からは好評を得ております。 

 議事が聞き取れない方のために、議会中継映像に議員・市長の話す内容を表示、または、市長

の傍らに手話通訳者が立ち、話した内容を同時通訳する等のご提案をいただきました。 

 現在、市議会ホームページでは、タイムリーな配信にはなりませんが、本会議の映像と質問要

旨がリンクしたものを配信しております。このたびのご提案を受けまして、令和４年９月定例会

から、本会議の映像とともに、質問要旨の他に会議録もご覧いただけるようシステムを改修する

ことといたしました。 

 また、手話通訳者による議会の質疑・答弁等の同時通訳について、市社会福祉協議会へ問い合

わせをいたしました。議会の通訳は公的な会議等の中でも難易度が高く、登録している手話通訳

者のうち対応できる者が少ないこと、会議中は複数の手話通訳者が交代で通訳をすることから、

現状としては人員の確保が難しいと考えています。 

 しかしながら、障がいの有無に関わらず、市民の誰もが意思の疎通ができるような社会の実現

が必要であると感じています。市といたしましても、字幕や手話通訳をはじめとした日々進化す

る情報提供の手段を検討し、高齢の方や障がいのある方にとって有効なものを積極的に取り入れ

てまいりたいと考えております。 

 

 （令和 4年 9月 22日回答） 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 



その他 

●新発田市の国葬に反対します 

Ｑ． 

今般、メディアを騒がしている旧統一教会と政治との癒着問題は、民主主義の根幹を揺るがす、

戦慄さえ覚える由々しき問題であると認識しております。国の中枢から地方の末端の政治までこ

れほどまでに反社会的組織である旧統一教会の思想、信条が蔦のように蔓延った最大の原因は、

文科省が 18 年間もその名称変更を認めてこなかった旧統一教会の名称を突如、変えた事にある

と思います。誰がどのような理由で変えたのか今もって明らかにされておりません。名称を変え

てその関連団体が 20 以上もあると言われておりますが当時を知らない若い政治家にとっては国

であれ、地方であれ関連団体であるかどうか峻別する事は至難の業です。安倍元首相の評価は功

罪あると言われておりますが安倍元首相は旧統一教会の最大の広告塔となって長年利用され、ま

た利用してきたのは事実であると思います。そして旧統一教会の票を差配していたのも安倍元首

相であるとの自民党議員の証言もあります。未来の手本になるべき大人たちが目的の為には手段

を選ばないような悪行を許して良いのでしょうか？モリ・カケ・サクラや 118回のウソの国会答

弁もしかりです。岸田政権が民主主義の三権独立を無視して国葬を強行するのは理由があります。

麻生元首相が「国葬は理屈じゃない」と言っていましたがそれなりの理由があります。偏った功

の部分のみ強調しで安倍元首相を昇華させ、旧統一教会の関係をうやむやにして忘れさす事です。

大多数の国民が反対している国葬を閣議決定のみで行う事を許すなら日本は米軍の戦争に簡単

に巻き込まれてしまうと思います。世界中のどんな戦争も一強、、強権、独裁、閣議決定の既成

事実を積み重ねて起きているからです。子や孫や子孫の為に沖縄から～地方から日本をより良い

方向へ導いてください。お願いいたします。国葬に反対します。 

 

（令和 4年 9月受付） 

 

Ａ． 

 御質問のとおり、安倍元首相の国葬に対し、様々な御意見があることは十分承知しております。

しかしながら、国葬は国の儀式であり、その実施は内閣府の決定事項であることから、私が実施

の可否について、意見を言う立場ではないと考えております。 

 安倍元首相の国葬の実施の判断につきましては、国会でも議論され、決定されることでありま

す。地方の一首長が国葬の実施判断に意見を言える内容ではないことを御理解いただきたいと思

います。 

 

 （令和 4年 9月 22日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


